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研究成果の概要（和文）：  

 

旅と文学は古来密接な関係を結んできたが、西欧では大航海時代以後、世俗的または宗

教的権威の意向を受けて大旅行を企てた探検家や宣教師によって、多数の旅行記が遺され

た。フランス革命を経て近代に入ると、「記録する旅行者」に代わり、「旅する作家」が登

場する。本研究は、この大きな変化以後を主な対象として、旅とフランス文学との関係を、

時代の条件との多様な関わりを勘案しながら時系列に即してたどり、最後に、旅は今日な

お文学的霊感の源泉となりうるかという問いに肯定的に答える形で締めくくられた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 

From ancient times, there has been a close connection between journey and literature. In Western 

Europe, since the Age of Discovery, many explorers and missionaries have left records of great 

navigations led under the order of secular or religious authorities. In Modern Ages since the French 

Revolution, ―travelling writers‖ take the place of the ―writing travellers‖. Based on the discussion of 

various relations of journey and literature, and focusing on the specific conditions of each modern period, 

our research has been able to answer positively the question whether the journey remains today as it was 

one of the effective sources of literary inspiration. 
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者は 19 世紀の詩人ランボーや現代
作家ル・クレジオを主たる研究対象とし、彼
らの文学にとって旅が重要との認識はかね
てより持っていた。数年前に、17 世紀フラン
スの新教徒で迫害を逃れ、新天地を求めて世
界の海をさまよいながら辛酸を舐めつづけ
たフランソワ・ルガの『フランス島への旅』
を訳す機会を得、近代と前近代の旅行記の存
在理由と書かれ方とが本質的に異なるとい
う直観をもった。また報告と虚構との境界が
しばしば曖昧で、旅行記というジャンルはフ
ィクションを助長する場になることが多い
ことを痛感した。そこで近代における旅と文
学創造の関係を、前近代の旅行記との対比に
おいて考察することは、新たな視点からの文
学史構築の可能性を拓きうると考えた。 

 

２．研究の目的 

旧体制下では人文学的な知識・教養の総体を
指していた「文学」(littérature)が、ほぼ革命
期を境に、言語芸術、つまり言語による美的
なものの創造と受容、という近代的意味に特
化され、それに呼応して、「文学」の生産主
体としての「作家」という、もう一つの近代
的な概念と範疇が生まれる。それと同種のず
れが、近世以前の航海家たちの旅行記と、近
現代の「作家」による旅行記の間にも認めら
れる。「記録する旅行者」(voyageur-écrivain) が
「旅する作家」(écrivain-voyageur) に変貌する
からである。本研究は、「文学」と特権的関
係をもたない航海家が著した旅行記や航海
日誌ではなく、ひとまず「文学」という制度
に組み入れられた旅行記を対象とする。具体
的には、(1) ロマン主義時代から 19 世紀半ば
まで盛んに書かれる「東方紀行」（シャトー
ブリアン、ラマルティーヌ、ネルヴァル、ゴ
ーティエ、フロマンタン）、(2) 20 世紀初頭の
異郷感の探求（ロティ、セガレン、サン・ジ
ョン・ペルス）から自己投企（ミショー、レ
リス、ジッド）にいたる流れ、(3) 第二次大
戦後のある種の作家（ル・クレジオ、ブーヴ
ィエ）に見られる旅行記の新たな可能性、旅
行記とフィクショナルな作品との多様な関
係、の三つの主要テーマを立て、作家や時代
に固有の動因と、旅行記に底流する普遍的動
因（たとえばユートピア性）を検証する。そ
のうえで、外的現実と作家の実存とに根ざす
旅行記が、芸術表象の範疇に組み込みきれな
い本質をはらみ、「文学」の産出を促すと同
時にその閉鎖性を破る作用を及ぼしつづけ
るジャンルであることを個別作家、作品の具
体的分析を通じて明らかにすることをめざ

す。また、現代において、旅行記はなお文学
たりえるかという問いに答えることを試み
る。 

 

３．研究の方法 

以下のような着眼点を具体例とともに検討
した。 

(1) 旅の目的地と動機づけ。「東方（オリエ
ント）」とはどこを指すか。 

(2) 旅行記の形式と筆致。印象を断片的に
書きとめたものか、息の長い变述になってい
るか。旅の途上で書き綴った旅日誌または書
簡の形式か、帰還後に時間的心理的距離をお
いて練り上げたことを明示するものか。  

(3) 旅行記における描写。既存の書物の描
写を借用する場合が少なくない。その借用は
秘密裡に行なわれているか、公然と行なわれ
ているか。 

(4)「他者」「他文化」はどのように描かれ
ているか。多くの場合、自文化との比較が見
られる。他なるものを劣ったものとみなし結
局自文化中心主義に帰着するのか、あるいは
他なるものは他性によって価値を持ちつづ
けるのか。 

(5) 旅行記は何のために、誰のために書か
れるか。誰が読むか。 

(6) 大航海時代の探検家とは違い、19 世紀
の作家には大規模な移動、広大な空間を踏破
する手段も必然性もない。「東方」まで赴く
必要すらない。デュマのスイス旅行、スタン
ダールのイタリア旅行、スタール夫人のドイ
ツ旅行のような隣国への旅行、あるいはフラ
ンス国内の旅行も、旅行記を著す立派な動機
になる。ロマン派の作家たちが残したこうし
た近場の旅の記録について、それが当の作家
にとってもつ意味を考える。 

(7)「東方紀行」の語る土地がもはや未知の
土地ではなく、旅行記は真に新たな情報を読
者に提供しえないという状況は、じつは 19

世紀初頭から生まれつつあった。いきおい、
旅行記の価値は、「何を語るか」から「いか
に眺め、いかに語るか」に、百科全書的知識
から個性的な視線と筆力の問題へと移る。旅
行記は 19 世紀を通じて、ますます文学的表
象のなかに取り込まれていく。19 世紀半ば以
後 20 世紀前半までの旅行記の変遷を追い、
外界の表象ではなく自己の主観性の表現と
して、旅行記がどのような形で 20 世紀に蘇
生しえたかを跡づける。19 世紀半ば以後 20

世紀前半までの旅行記の変遷を追い、外界の
表象ではなく自己の主観性の表現として、旅
行記がどのような形で 20 世紀に蘇生しえた
かを跡づける。 



(8)旅行記は、現代フランス文学においてどの
ように命脈を保っているだろうか。数だけを
問題にすれば、「……紀行」「……への旅」の
類のタイトルを冠する本は今なお多数刊行
されている。反面、ロマン主義の「東方紀行」
の時代は言うに及ばず、20 世紀前半に較べて
も、飛行機や自動車の普及で遠距離の移動が
容易になり、また情報システムの飛躍的な発
展により、世界中で未知の土地、未知の文明
は見つけにくくなっている。旅を書くことの
今日的意味を現代作家の声にも耳を傾けな
がら考える。 

 
４．研究成果 

大別して次の三点に要約される。(1)と(3)

は当初の展望の修正を迫るような側面の認
識であり、(2)は本研究を通じていっそう認識
が深まった点である。 

(1)ベルニエ『ムガル帝国誌』〔1670－71 年
刊〕について、最新の校訂版を実現したジュ
ネーヴ大学のタングリ教授が、本研究の枠で
開催された国際集会で指摘したように、すで
に前近代において、地理的・文化的他者の他
性を描く筆致に、読者（そして作者）の属す
るヨーロッパ世界への忌憚ない批判が込め
られている。自文化中心主義への疑義、文化
相対主義への志向がすでに見え始めている。 

(2)近代旅行記の内実はきわめて多様であ
るが、第二次大戦までは総じて「他者」の発
見を書くよりも異文化の鏡に映った自己を
書く傾向が強く、旅行記が文学に昇華される
契機もそこにある。一方、第二次大戦後の旅
行記にはポストコロニアル文学、クレオール
文学の趨勢と相まって、旧宗主国に属する自
己を外部から見る視線が遥かに顕著になり、
旅はオリエンタリズムの乗り越え、西欧人の
新たな根拠の探索の意味を担いはじめるこ
とが何人かの重要な作家について確認され
た。 

(3)交通通信手段が飛躍的に発達し、いかな
る移動もせずに世界中の景観が提示される
世の中になっても、現代作家たちは旅と創作
との肯定的な相互作用を疑ってやまない。
ル・クレジオやドミニック・ノゲーズを招き、
本研究の枠で開催された公開講演や対話に
おいて、この点がより明確になった。 

(4)以上の成果の一部は本研究の題目と同
タイトルの冊子としてまとめられ、主要大学
の図書館に配布された。 
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